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　尊徳の報徳仕法・思想、生き方に共感し、学び・活動する市内の
団体があります。どんなことを学び、どんな活動をしているのか、
団体の代表にお話をうかがいました。

ここは尊徳翁の終
しゅうえん

焉の地。
報徳の教えを伝えていくこ
とが私たちの使命

人
。
商
店
会
の
会
長
や
店
主
、

議
員
な
ど
）で
す
。
二
宮
神

社
と
報
徳
社
は
深
い
繋つ
な

が
り

が
あ
る
た
め
、
神
社
を
守
り

な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
に
重

心
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

今
市
は
尊
徳
終
焉
の
地
で

す
。
私
た
ち
市
民
は
、
尊
徳

の
偉
業
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

責
任
が
あ
る
た
め
、
記
念
館

の
よ
う
な
中
心
的
建
物
が
必

要
と
考
え
ま
し
た
。
尊
徳
記

念
館
建
設
を
目
指
し
、
印
刷

物
を
作
成
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
市

民
運
動
を
展
開
し
、
平
成
29
年

に
記
念
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
報
徳
社
は
、
尊
徳
の

偉
業
や
教
え
な
ど
話
し
合
う

「
芋
こ
じ
会
」や
、１
年
に
１
度
、

尊
徳
に
ま
つ
わ
る
場
所
へ
視
察

研
修（
小
田
原
、
相
馬
な
ど
）を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
助
け
合
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
く
こ
と
。
報
徳
思
想

は
、
今
で
も
大
切
な
こ
と
を
私

た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。

　

一
円
会
は
、
平
成
８
年
に

７
名
で
発
足
し
ま
し
た
。
今

市
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
の

中
の
一
つ
と
し
て
、
報
徳
思

想
を
ど
の
よ
う
に
「
人
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す

か
」
が
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

以
来
、
22
年
が
経
過
し
、
現

在
は
17
名
の
会
員
が
尊
徳
の

偉
業
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
月
１
回
の
定

例
会
で
尊
徳
に
つ
い
て
「
夜

話
」
や
「
市
史
別
編
」
を
用

今市報徳社いまいち一円会

　

明
治
30
年
、
二
宮
神
社
が

創
建
さ
れ
た
の
を
機
に
、
尊

徳
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
明
治
40
年

１
月
に
今
市
報
徳
社
が
誕
生

し
ま
し
た
。
当
時
は
月
１
回

「
芋
こ
じ
会
」と
し
て
会
合
と
、

報
徳
金
の
積
立
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
途
中
、
戦
争
の

間
は
余
儀
な
く
休
止
し
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
39
年
に
再

開
し
ま
し
た
。
現
在
は
会
員

が
28
名（
尊
徳
を
尊
敬
す
る

い
て
研
修
し
た
り
、
遺
跡
案

内
板
設
置（
小
百
用
水
２
カ

所
、
文
化
会
館
前
、
轟
地
区
）

や
、
由
来
の
場
所
の
草
取

り
・
清
掃
、
十
石
坂
の
空
缶

拾
い
な
ど
を
行
う
他
、
各
地

区
で
講
座
を
開
催
し
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
報

徳
団
体
と
交
流
し
、
会
報
も

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

尊
徳
に
学
ぶ
べ
き
こ
と

は
、
全
て
の
物
、
人
に
は
徳

が
あ
る
。
ダ
メ
な
人
間
は
い

な
い
、
雑
草
に
だ
っ
て
徳
が
あ

る
と
、
徳
を
見
出
し
、
そ
れ
ら

の
徳
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
報
い

て
い
く
の
が
人
の
道
だ
と
す
る

報
徳
思
想
の
教
え
で
す
。
人
は

一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
な
徳
が
結
び
あ
っ
て

社
会
が
で
き
る
と
い
う
「
一
円

融
合
」
と
、
小
さ
な
こ
と
を
疎
お
ろ
そ

か
に
せ
ず
、
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み

重
ね
て
い
く
「
積
小
為
大
」
は
、

今
の
時
代
に
最
も
大
切
な
尊
徳

の
教
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全てのものに「徳」がある。
こんな時代だからこそ、尊徳
翁の教えが生きてくる

八
や ぎ さ わ

木澤　利
と し お

夫　代表 平
ひ ら の

野　博
ひろし

　社長

尊
徳
の
心
を
伝
え
る
人
　々
今
市
報
徳
社
・
い
ま
い
ち
一
円
会

報徳の教え③「至
し せ い

誠」…人間として誠実であることは、生活をより豊かにする。報徳の教えの三大原理（勤労・分度・
　　　推譲）を進んで実践しようとする誠実さのこと。
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報徳塾

【
特
集
】　

　

尊
徳
の
心
を
伝
え
る

尊徳翁をはじめ、偉大な先人
の功績を学ぶ

今市史談会

　

今
市
史
談
会
は
、
平
成
３
年

に
当
時
の
旧
今
市
市
文
化
財

審
議
委
員
を
中
心
に
発
足
し
ま

し
た（
現
在
の
会
員
は
68
名
）。

　

活
動
は
、
日
光
歴
史
講
座

の
講
師
の
派
遣
を
は
じ
め
、

年
に
１
回
の
視
察
、
年
３
回

の
歴
史
講
演
、
毎
月
の
会
報

発
行
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

轟
小
学
校
や
清
滝
小
学
校
な

ど
で
二
宮
尊
徳
に
つ
い
て
の

講
話
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

報
徳
の
教
え
に
「
勤
労
」

が
あ
り
ま
す
。
勤
労
と
は
、

嫌
々
働
く
の
で
は
な
く
、
自

ら
気
持
ち
よ
く
働
く
。
働
く

こ
と
に
喜
び
を
持
つ
。
と
て
も

重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

会
で
は
、
尊
徳
の
他
に
も

日
光
市
で
偉
業
を
成
し
遂
げ

た
人
や
活
躍
し
た
人
を
発
掘

し
、
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
研

究
・
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
の
好
き
な
方
、
一
緒
に

活
動
し
ま
せ
ん
か
？　

随
時

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す（
※
）。

「報徳精神」を念頭に
できることを継続

　

平
成
９
年
度
に
市
が
人
材

育
成
を
目
的
と
し
て
「
市
民

大
学
報
徳
塾
」を
立
ち
上
げ
、

そ
の
卒
業
生
が
ま
ち
づ
く
り

の
役
に
立
て
ば
と
、
市
民
ま

ち
づ
く
り
団
体
「
報
徳
塾
」

を
平
成
12
年
に
発
足
さ
せ
ま

し
た
。
現
在
メ
ン
バ
ー
は
、

農
林
業
・
建
築
建
設
関
係
、

会
社
員
な
ど
の
異
業
種
20
名

で
す
。

　

活
動
は
市
の
活
性
化
を
願

い「
愛
の
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
募
集
し
て
行あ
ん
ど
ん灯
に
書
き
市

街
地
の
ア
ー
ケ
ー
ド
に
設
置

し
た
り
、
大
谷
川
に
こ
い
の

ぼ
り
を
上
げ
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
日
光
に
は
報
徳

仕
法
が
実
施
さ
れ
た
際
、
当

時
の
相
馬
藩
か
ら
多
大
な
支

援
を
受
け
た
と
い
う
歴
史
が

あ
り
、
大
震
災
後
は
、
相
馬

市
に
義
援
金
を
届
け
た
り
、

慰
霊
祭
に
参
加
す
る
な
ど
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
も
推
譲
の
精
神

木
き む ら

村　浩
ひろし

　会長大
お お き

木　美
み ほ こ

保子　代表（右）
報徳サミット時に相馬市の方と

轟小学校の児童に二宮堀を案内報徳サミットで設置した行灯

※
史
談
会
会
員
募
集
…
副
会
長
の
吉よ
し
の野

薫
か
お
る

氏（
☎（
21
）４
０
１
０
）へ
連
絡

尊
徳
の
心
を
伝
え
る
人
　々
今
市
史
談
会
・
報
徳
塾

を
大
切
に
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

報徳の教え④「勤
きんろう

労」…働くことにより、知恵を磨き、自己の向上を図ることができる。また、人は互いに個性
　　　や特性を生かしつつ、世のため人のために働くならば、生産物を産み増し、社会の富喜と幸福をもたらす。
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